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技術・ツールとしての地理情報システム (GeographicalInformation Systems) から学問としての地恐!情









り「科学研究賀補助金基能研究 (A) 地翌日1，判長科学の教授j去の雌立一大学で、いかに効果的に GISを











H'Cf!支大学で、はこれまで 学1下・学 liH究科 あるいはliH究室といった長I1Mit単位で， GISソフトウェ
アの導入・利用が行われたあ刊と利用できるソフトウェア数の不足，イI~I ~JIJ ライセンスによる割高な維
持続安，呉なるソフトウェアの混在によるデータ共有化の阻害などの問題が顕在化した.これに対し
て束三一(大学や立命館大学~/J~ で、は，平くから ArcGIS サイトライセンスが導入され，充実した教育研究
部境が提供されてきた.そこで、筑波大学で、はtJij述のlHiHプロジェクトの一環として，全学のライセン
ス:i三:):'Ilを行うサーノてを しArcGISサイトライセンスをj府入した.これにより学内ネットワークに
J妾<<:えされたコンピュータであれば， ~if: もが 1~11 :j: 1 に ArcGIS をインストールして使用することが可能と
なった サイトライセンスにより 1克在利用できるソフトウェアは ArcViewおよびエクステンション
をはじめ.第 l去に示すとおりで、ある
I -2 ArcGIS サイトライセンスの不IJnJ)Jä~
「科学研究賀補助金基位liJI究 (A):地翌日情報科学の教授法の作立一大学で、いかに効果的に GISを教
えるか-Jでは，学!大jへの ArcGISの導入を批進し教育研究環境の充実をI{Iるとともに，研究成果
を広く内外に公開するためのウェブサイト 1) をi:jl築しており(第 11I{l)， ArcGISおよび関連ソフトウェ
アは同ウェブサイトを通じてダウンロードし.利用者のコンピユータにインストー jレすることができ
る ダウンロードに際しては第 2Ii-<Iのダウンロードページへアクセスし，所属，氏名，メールアドレ











ArcGIS Servel‘Enterprise 9.2 riE Webアプリケーション/サービスを構築する，
エンタープライズ GISサー ノて
ArcGIS Image Server 9.2 Jllj5大で、複雑な画像データの処J~1j!・ 1'1己信専用サーバ
サー ノーて GIS





Im)tJ干JGIS ArcGIS Engine 9.2 
GIS アプリケーションの IHJ 発と í~[布のためのコン
ォマーネント
ArcPAD 6.0.7.0 






第 1図 「地理情報科学の教授法の確立jウェブサイト 第 2図 ArcGISダウンロードページ
からは利用できない.
I -3 ArcGISサイトライセンスの利m状況
2005 年 10 月に ArcGIS のダウンロードサービスが，~月始されてから 2006 年 9 月までの 1 年間(前Wj). 






























になっている また学群と大学院での利用状況を比較すると，前後期とも約 1: 4の割合で大学院生
の利用者数が多い しかし後期の方が，若干学群での利用割合が増加しているほか，人間学群や人文
社会科学liJr 1i:t三1- などの人文社会系の利用者がJI/幻~II している
E 筑波大学 GeographyNetworkの構築と利用
I 1 筑波大学 GeographyNetworkのil先安
Geography Networピ)は，米国 ESRI1'-1が:-Jτストする地酒1-ji!I ~':'~Iz ~こ関するポータルサイトであり，情報
公開サーバとしての ArcIMSからインターネット上にi配信される地理データを統括するものである
様々な検索条件による検索機能や地図表示機能を備えており，一般のブラウザ上で利用できるほか，
配信している地迎データを ArcMap上にレイヤとして追加し，解析に利用することもできる. I~ 内
では同様に ESRIジャパン(株)が， ~~I}IJ情報共有のためのポータルとして Geography Network japan3) 
を述営しているほか， 1=[土交通省九州地方整備局が運営する有明・八代海環境情報システム 4) 福岡
















メタデータを参照することにより，登録データの検索・閲覧が可能となる (ESRIジャパン， 2004) 
また特別のソフトウェアを必要とせず検索されたデータの画像を，ブラウザ上で、拡大縮小しながら雑
認することができる点が特徴であり，利用者は地理データの特性を容易に把握することができる

















検索結果は第 51~1 のように，サムネイルと共にリスト表示され， I~II~!<:Jとするデータの「マップ表
6 
示jボ、タンをクリックすれば，地主Hデータ画像のスケールを変えながら閲覧することができる(第
6 I~I). また「詳細表示j ボタンにより該当データのメタデータを参!~なできる(第 7 IRl).なお現在，
Geography Networlくは査録データの著作権等の1'1¥題から学外部放を控え，学内専mで運用されている
2) ArcGIS (AI・cMap)から GeographyNetworkを利用するj揚合
ArcMapへGeographyNetworkに笠録された地}]!データをレイヤとして追加する場合は，最初jに
ArcMapをj担割jする. Iファイルj→「インターネットからデータを追加u→「ウェブサイトを追加u
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2005a). Webブラウザ上で、動作する HTMLビューア. Javaビューア (WebGISアプリケーション).
Metadata Explorer. ArcViewや ArcExplorerJava Edition. ArcPadなどのクライアント側からのリクエ








るために必要な. Author. Administrator. Designer. Service Administratorと呼ばれる 4つのツールか
ら構成される









Geography Network に地理データを登録，公開するためには，第 91~1 のように j京データの作成と
Webでの表示用マップの作成，サービス形式の選択，メタデータの作成等の手続きが必要となる こ









報は，ファイル拡張子が .axlのArcIMS設定ファイルに ESRIのXML仕様 (ArcXML)で記述される
しかし， Authorツールでは投影情報やカラー情報など，サポートしていない要素もあるため，これ
らについては，テキストエディタや XMLエディタをJ=liいて ArclMS設定ファイルを開き，手作業で



















マップサービスには，イメージ，フイーチヤ， Al・cMapイメージの 3タイプがある イメージサー










ユーザに送信する (ESRIジャパン. 2005b) 
3) ArcView (ArcCatalog) によるメタデータの作成
ArcCatalogからインターネット上にある ArcIMSサーバに接続し，前述の作成されたマップサービ

















第 2表 メタデータの概要 (ISO19115 Geographic Information -Metadataに準拠)
メタデータの区分 | データ概要













いてもメタデータを付与しデータ登録を行って. Metadata Explorerによる検索 .Im覧および対ー象への
リンクが可能である
ill-5 データ整備状況













亜-6 WebGIS の作成・公 I~:~
Geography Networkに地辺データの登録を行っと.Metadata Explorerを通じて通常のブラウザでデー
タの検索・閲覧ができるなど地理データの公開・共有化に有効である. さらに ArclMSの Designer
ツールを用い，前述のマップサービスが作成された地迎データを利用すれば，容易に WebGIS(イン
ターネット GIS) を作成することができる. Geography Networkが広く地主Iデータを収集・公開して
いるのに対して，特定の教育研究成果あるいはプロジェクトについて，関連する地理データ群を)=I=Jい




関して，一定の知識が要求される. しかし. ArcIMS Designerツールを利用すれば， ウィザード形式
で地主1データの所在，表示範囲 機能などを選択-入力することにより，基本的な WebGISを容易に






















I~l 二i 地主HI;完 7E子i主!こi二:事務局 電子 I~土 ;-j~ ータル
i主仁1:. 地J~ILI定 地租!情報クリアリングノ¥ウス
I~I土交通省 j富士計画局 国土情報整備室 I~I土情報クリアリングハウス
I!土交通省 九州地方整備局 熊本港湾・空港整備事務所 有明・八代海環境情報システム
新潟県中越地震復旧・復興G1 Sプロジェクト事務局 新潟県中越地震復旧・復興 GISプロジェクト






NPO法人G1 S総合研究所し、ばらき ホームページ など
ArcIMSにより作成された WebGISの例として第 141z1に，茨城県つくば市域を対象とした，つくば





1990 年代以降，わがI~ における GIS を取り巻く環境は急速に変化した 地域計画や防災計画，環
j克管理分野.マーケテイング， 自治体サービス，カーナビゲーションシステムなど， t長々な分ID}・技
術と融合しながら，広く社会に浸透している.この傾向は，地理空1M]情報活用推進基本法の成立や，
各経データベースの充実とキ1=1 まってさらに加速するであろう.このような状況の I~=I ， GIS教育に関す
13 
第 14図 ArcIMSにより作成された「つくばiliWeb GISJ 
るニーズが高まっている 大学では地理学分野を中心に GISに関するカリキュラムの2幕入が増え，小・


























JV -3 I~I 学 I~I 習における GeographyNetworkのj舌用
学内であれば自 E!:に Ar・cGISを利用でき， Geography Netwol・k により地理データの公 I~FJ ・共有化が
進めば，学生にとっては授業だけでなく，時間と場所を選ばず GISに関する学習が行える環境が整う









開-共有化することが可能となった. さらに登録データをFJ¥; ¥ ArcIMSを利用すればビューア仁1:1心
の WebGIS を簡単に作成する事ができ，成果の公 I~:!l .共有化に一層有効で、あった.
今1].出土地翌日院発行ーの数値地I~l (I~I土 ~;:?IM1 データ基盤)なと'I~lj二の骨格となるデータの作成・公
、.，刊‘IiU•. t_1 $1l・HρlrtrJピ.~宮内乱'l'叫す甲 書 I'~叫.p 硲母 .~t':"w 肺完工).'>'(i モ Mj) ヘ色、u 言語
"J ぜ 2星~企t 〆'.附時 P叫刷 4。り耳 司. 量遜室n.主 I I r} 主 ，.; ~占盆ム〆岬
之 a肋憎叫、 h川 e‘吋.岬診品』隼凶一}叫一月e目一喝栴}“山袖山叫 吃 E陰E抑B哨剛鴎陶. '川竜稔慢か.j jい長毅勲竜ト凶山日叫品叫‘山_"叶‘むt……山ぽ 祇盛滋3馳
















比して，公 l~j!J ・共有されることが少なかった.今後. Geography Networkという共通基盤のもと，こ
れら希少データを蓄積・共有化することによって教育・ jiH究の活性化に寄与で、きると考えられる
V 今後の課題
本稿では. ArcGISサイトライセンスの利用状況. Geography Networkの利用方法と地主1データの
整備:1:犬況. ArcIMSによる WebGISのイ乍成方法等を紹介するとともに，地:I]l情WR科学教育における
Ar・cGISサイトライセンスおよびGeographyNetwork導入の意義について論じた.
これらの導入により. GIS 教育に関する環境整備が進むと共に，授業や I~I 習における教材としての
地翌日データを共有化し利用できる体I¥'IJが整うことで，教育環境がさらに向上した. また教育研究成果
の公Ijl!J・共有化にも有効で、あった.
現在. Geography Networkに登録されている地理データは. i古市前j予詣i述の平科科!ト'1研り冴fフプ。口ジエクトに参力加加i日してい
る教員および
る.今後の諜j題塑としては' まず登録データの拡充を I~I り. Geography Networkをさらに有用なものと
するため，多くの研究分野・研究室あるいは個人から多様なデータを収集する仕組みを構築すること.
さらに登録データ数の増加に合わせて データ登録のカテゴリを変更するなど，より使いやすいポー










1) http://gis.sk.ISlIk山a.飢.jpl イルを正しく認識できないので. lnternet ExploreI 
をキIjrFjする必要がある
9) 例えば ArcView9.2では ArcMapから Geography
トJetworkのサービスを[直接追加iできないため. ま
ず ArcCatalogのカタログツリーの [GISサーバ
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Significance and ProblelTIS of Building the Geography Network 
in the University of Tsukuba 
OHBI Kazuhisa平 andMU孔t¥YAMAYuji 
The purpose ofthis study is to investigate the current usage ofsite license for ArcGIS and arrangement oftbe 
Geograpby Network at tbe University of Tsukuba. The site license for ArcGIS was introduced to the University 
ofTsukuba in 2005 with the grant-in-aid for scienti自cresearch for developing teacbing metbod of geographical 
information science. By the site ¥icense， ArcGIS is avai¥ab¥e to anyone who have computer on the network in 
connection witb license server of university. 
At the same time， the Geography Network was build to promote the sharing and publishing of geographic 
data. We fOllnd the Geography Network is very useflll for the edllcation of geographical information science 
because anyone can access many types of geographic contents， including live mapsラ downloadabledata and 
more advanced services throllgh web browser， and those data are available to the analysis llsing Arc View. 
Fllrthermore， we can build WebGIS easily llsing ArcIMS which is a m句orelement ofthe Geography Network. 
Currently， we are providing many kinds 01' data through the Geography Netwu1丸 butthe number 01' data 
is not enough as a portal site 1'or geographic data. The 1'uture challenge is to create a mechanism to collect 
geographic data continuously and easy-to-use portal site design for everyone. 
Key words: ArcGIS site license， geography network， WebGIS， metadata， data sharing 
*1ミesearcher.Graduate School 01' Li fe and Environmental Sciences 
